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会社向けポータル情報システムの
画面デザインの検討
本研究はディサークル株式会社が開発する会社向けポータルソフトウェアの画面デザイン、およ
びソフトウェア自体のユーザビリティ（使いやすさ）改良について、その具体的改善策を提案する
ことを目的とした。研究の結果、ユーザビリティ改善のための新たな理論的知見を数点見いだす
ことに成功し、これをもとに新規デザインを導出することを達成した。
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旧製品のユーザビリティ評価
ディサークル社より依頼のあったポータルソフトウェアの画
面デザインに関する検討内容について個別の解決を図り、
新規製品研究の基礎とした。

新規製品ユーザビリティ開発における
理論的アウトラインの諮問
新規製品にむけて資すると思われるユーザビリティ改善の
ためのいくつかの概念モデルを提案し、実装の可能性につ
いて研究を行った。これをもとにユーザビリティ標準のため
のアウトラインを作成し、これらを満たす画面デザインにつ
いて検討を行った。

改善された画面デザインの作成
アウトラインをもとに作成された新たな画面デザインから
モックアップを作成した。このモックアップを使用して、実際
の使用するにあたっての問題点、また設計上の問題につい
て一つ一つ解決を行った。

デザインアウトラインの改善
作成されたモックアップについて、従来の製品と新規開発の製品について
の比較研究を行っている（研究期間終了後も継続中）。特に眼球運動測定
装置を用いて、ユーザの使用中の視線解析。新製品と旧製品間における
使用の差異についてのユーザビリティ・テストを実施する。


